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目黒区障害者計画は、基本計画の補助計画であり、障害者基本法に規定する障害者

に関する基本的な施策を計画的に推進するための「障害者計画」、障害者総合支援法

に規定する計画期間における成果目標及び必要なサービス見込量等を定める「障害福

祉計画」、児童福祉法に規定する計画期間における成果目標及び必要なサービス量等

を定める「障害児福祉計画」に位置付けられています。 

この評価表は、目黒区障害者計画に掲載した事業のうち、種別が「新規事業」（１

３事業）、「充実事業」（１５事業）について、令和４年度実績をまとめ、計画を立て

た目標に対する評価を行っています。 

 

＜評価方法＞（課題別事業評価表（新規・充実）の見方） 

〇事 業 名：評価の対象となる事業の名称 

〇内  容：事業の内容 

〇現  況：計画を策定した令和２年度の状況 

〇計画目標：計画で設定した目標 

〇計画事業の実績等（令和３年～令和５年度）：事業実績や取組等を記載していま

す。 

〇目標に対する評価：令和４年度末時点で、どの程度達成したかを以下のＡ～Ｄの

４段階で評価しました。  

〇効果又は評価の理由：事業実施の効果や上記評価をした理由を記しています。 

〇今後の課題及び事業推進の方策：計画事業の今後の課題や計画目標を達成するた

めの方策を記しています。 

  

＜評価基準＞（新規・充実） 

Ａ 達成した 

・目標の数値又はそれ以上達成した。 

・計画目標が「充実」の場合、対象者の拡大、件数増などにより事

業内容がかなり充実した。 

Ｂ ある程度達成した 

・目標の数値の５割以上達成した。 

・計画目標が「充実」の場合、対象者の拡大、件数増などにより事

業内容がある程度充実した。 

Ｃ 少し達成した 

・目標の数値の２～３割程度達成した。 

・計画目標が「充実」であったが、事業内容の充実がわずかであっ

た。 

Ｄ 達成していない 
・新規の事業の実施あるいは検討に至らなかった。 

・充実すべき課題の検討に至らなかった。 

 


